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明 細 書

発明の名称 ：

一対のコンタク トレンズ、コンタク トレンズおよび記憶媒体

技術分野

[0001 ] 本開示は、一対のコンタク トレンズ、 コンタク トレンズおよび記憶媒体に

関する。

背景技術

[0002] 近年、視覚補正装置 として眼球に直接装着するコンタク トレンズが実用的

に用いられている。 また、 コンタク トレンズは、視覚補正の他、眼の外観を

変更するためにも使用され、 この場合 レンズには着色が施される。

[0003] 色付 きのコンタク トレンズ （カラ一コンタク トレンズ）は近年多 く使用さ

れ、通常、ユーザは、実際にカラ一コンタク トレンズを試着 した上で、眼の

外観を確認 し、 どの レンズの色が自分に似合 うかを判断 している。 ここで、

下記特許文献 1 では、試着用のコンタク トレンズの経済的、物質的無駄を削

減するために、カラ一コンタク トレンズをユーザが装着 した場合の外観をシ

ミュレ一シ ヨン して提示するシステムが開示されている。

[0004] さ らに昨今、 コンタク トレンズを用いた画像表示装置 として下記特許文献

2 が開示されている。特許文献 2 では、曲面上に表示部 とレンズアレイ部が

—体化 して設けられ、 コンタク 卜レンズのように全体 として眼に装着可能な

形状 とされた薄型化画像表示装置が提案されている。

先行技術文献

特許文献

[0005] 特許文献 1 ：特開 2 0 1 0 _ 2 1 1 2 1 0 号公報

特許文献2 ：特開 2 0 0 6 _ 2 9 2 8 8 3 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0006] しか しなが ら、上記特許文献 1、 2 では、両 目の眼球にそれぞれ装着され



る一対のコンタク 卜レンズが互いに連携 して動作する構成 については何 ら言

及 されていない。

[0007] そ こで、本開示では、一対のコンタク トレンズが互いに連携 して動作する

ことが可能な、新規かつ改良された一対のコンタク トレンズ、 コンタク トレ

ンズ、 および記憶媒体 を提案する。

課題を解決するための手段

[0008] 本開示 によれば、両 目の各眼球 に装着 される一対の レンズ部 と、前記一対

の レンズ部の うち一方の前記 レンズ部 に設 け られる第 1 の機能部 と、他方の

前記 レンズ部 に設 け られる前記第 1 の機能部の機能 と異なる機能 を有する第

2 の機能部 と、 を備 える、一対のコンタク トレンズを提案する。

[0009] 本開示 によれば、眼球 に装着 される レンズ部 と、前記 レンズ部 に設 け られ

る機能部 と、前記 レンズ部 に設 け られる、外部装置 と通信可能な通信部 と、

前記通信部 によ り前記外部装置か ら受信 した情報 に応 じて、前記機能部が前

記外部装置 と連携 して動作するよう制御する制御部 と、 を備 える、 コンタク

トレンズを提案する。

[001 0] 本開示 によれば、 コンピュータに、眼球 に装着 される レンズ部 に設 け られ

る機能部 と、前記 レンズ部 に設 け られる、外部装置 と通信可能な通信部 と、

前記通信部 によ り前記外部装置か ら受信 した情報 に応 じて、前記機能部が前

記外部装置 と連携 して動作するよう制御する制御部 と、 と して機能 させ るた

めのプログラムが記憶 された、記憶媒体 を提案する。

発明の効果

[001 1] 以上説明 したように本開示 によれば、一対のコンタク トレンズが互いに連

携 して動作することが可能 となる。

図面の簡単な説明

[001 2] [ 図 1] 本開示の一実施形態 による一対のコンタク 卜レンズの概要 を説明するた

めの図である。

[ 図2] 本開示の一実施形態 によるコンタク 卜レンズの外観構成の一例 を示す平

面図である。



[ 図3] 第 1 の実施形態による一対のコンタク トレンズを形成する左眼に装着さ

れるコンタク 卜レンズと、右眼に装着されるコンタク 卜レンズの構成を示す

プロック図である。

[ 図4] 第 1 の実施形態による連携処理の一例を示すシーケンス図である。

[ 図5] 第 2 の実施形態による右眼に装着されるコンタク トレンズの構成を示す

プロック図である。

[ 図6] 第 2 の実施形態による連携処理の一例を示すシ一ケンス図である。

[ 図7] 第 3 の実施形態による一対のコンタク トレンズを形成する左眼に装着さ

れるコンタク 卜レンズと、右眼に装着されるコンタク 卜レンズの構成を示す

プロック図である。

[ 図8] 第 3 の実施形態による連携処理の一例を示すシ一ケンス図である。

[ 図9] 第 4 の実施形態による左眼に装着されるコンタク トレンズの構成を示す

プロック図である。

[ 図10] 第 4 の実施形態による連携処理の一例を示すシ一ケンス図である。

[ 図11] 第 5 の実施形態による左眼に装着されるコンタク 卜レンズの構成を示

すプロック図である。

[ 図12] 第 5 の実施形態による連携処理の一例を示すシ一ケンス図である。

[ 図13] 第 6 の実施形態による一対のコンタク トレンズを形成する左眼に装着

されるコンタク 卜レンズと、右眼に装着されるコンタク 卜レンズの構成を示

すプロック図である。

[ 図14] 第 6 の実施形態による連携処理の一例を示すシ一ケンス図である。

発明を実施するための形態
[001 3] 以下に添付図面を参照 しながら、本開示の好適な実施の形態について詳細

に説明する。なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を

有する構成要素については、同一の符号を付することにより重複説明を省略

する。

[0014] また、説明は以下の順序で行うものとする。

. 本開示の一実施形態によるコンタク 卜レンズの概要



2 . 各 実施形態

2 - 1 . 第 1 の実施形態

2 - 2 . 第 2 の実施形態

2 - 3 . 第 3 の実施形態

2 - 4 . 第 4 の実施形態

2 - 5 . 第 5 の実施形態

2 - 6 . 第 6 の実施形態

3 . ま とめ

[001 5] « 1 . 本 開示 の一実施形態 によるコンタク トレンズの概 要 > >

まず、本 開示 の一実施形態 による一対 の コンタク トレンズ 1 0 0 の概 要 に

ついて図 1 を参照 して説 明す る。 図 1 は、本 開示 の一実施形態 による一対 の

コンタク トレンズ 1 0 0 の概 要 を説 明す るための図であ る。 図 1 に示 す よ う

に、 一対 の コンタク トレンズ 1 0 0 は、右 眼 4 R に装着 され るコンタク 卜レ

ンズ 1 R と、左 眼 4 L に装着 され るコンタク トレンズ 1 L とか ら成 る一組 の

コンタク 卜レンズであ る。

[001 6] 各 コンタク トレンズ 1 R 、 1 L は、 曲面形状 の レンズ部 によ り形成 され、

全体 と して虹彩 2 および瞳 3 を覆 うよ う眼球 4 A に装着 し、 また、離脱 で き

る構成 を有 す る。 なお、以下各 コンタク トレンズ 1 R 、 1 L を区別 して説 明

す る必要 がない場合 は、 コンタク トレンズ 1 とも総称 す る。

[001 7] (背 景 ）

上述 した よ うに、近年、視覚補 正のための度 入 りコンタク トレンズや、 眼

の外観 を変 えるためのカラ一 コンタク トレンズ を装着 しているユーザが増加

している。 また、 この よ うな 日常的 に使 用す るコンタク トレンズの高機 能化

も提案 されている。

[001 8] しか しなが ら、両 目に装着 され る一対 の コンタク トレンズが互 いに連携 し

て動作 す る点 については何 ら提案 されていなか った。

[001 9] そ こで、上記事情 を一着 眼点 に して本 開示 の各実施形態 による高機 能 コン

タク トレンズ を創作 す るに至 った。本 開示 の各実施形態 によるコンタク トレ



ンズは、他方の眼に装着されている異なる機能を有するコンタク 卜レンズと

連携 して動作することにより、 コンタク トレンズをインテ リジェン 卜化させ

、利便性を格段に向上させることができる。

[0020] このような本実施形態によるコンタク 卜レンズの基本的な構成について、

以下、図 2 を参照 して具体的に説明する。

[0021 ] < 1 - 1 . 外観構成>

図 2 は、本開示の一実施形態によるコンタク トレンズ 1 の外観構成の一例

を示す平面図である。図 2 に示すように、本実施形態によるコンタク トレン

ズ 1 は、眼球に装着されるレンズ部 1 0 により形成され、眼球正面か ら見て

、円 1 C により、その内側の領域 1 A と、その外側の領域 1 B とに区分され

る。円 1 C の直径 D 2 は、人間の眼の虹彩 2 の内側の円 2 A の最大時の直径

D 1 とほぼ等 しいか、それより大きい値 とされる。

[0022] 円 1 C の外側の領域 1 B には、回路部 2 0 が設けられている。回路部 2 0

の外側 （レンズ部 1 0 の眼球接触面 と対向する側）には、透明な合成樹脂な

どで構成される円滑部が形成されている。 これにより、 コンタク トレンズ 1

をユーザが眼に装着 したとき、ユーザのまぶたが円滑に移動可能 となる。

[0023] 本実施形態による回路部 2 0 は、図 2 に示すように、制御部 2 1 、無線通

信処理部 2 2 、 アンテナ 2 3 、および機能部 3 0 を含む。以下、各構成につ

いて説明する。

[0024] (制御部 2 1 )

制御部 2 1 は、例えばC P U ( C e n t r a l P r o c e s s i n g

U n i t ) 、 R O M ( R e a d O n l y M e m o r y ) 、 R A M ( R a

n d o m A c c e s s M e m o r y ) を備えたマイクロコンピュータ （

マイクロチップ、 I C チ ップ）により構成され、回路部 2 0 の各構成を制御

する。

[0025] また、本実施形態による制御部 2 1 は、一対のコンタク トレンズ 1 0 0 に

それぞれ設けられた異なる機能を有する各機能部 3 0 (第 1 の機能部 3 0 R

、第 2 の機能部 3 0 L ) が互いに連携 して動作するよう制御する。



[0026] (無線通信処理部 2 2 およびアンテナ 2 3 )

アンテナ 2 3 は、例えば図 1 に示すレンズ部 1 0 の領域 1 B の外周に設け

られ、他方の眼に装着されている他のコンタク トレンズ 1 (外部装置の一例

) と無線で接続 し、データの送受信を行う機能を有する。

[0027] 無線通信処理部 2 2 は、アンテナ 2 3 により送受信されるデータに対する

各種の信号処理を行う機能を有する。

[0028] (機能部 3 0 )

機能部 3 0 は、制御部 2 1 の制御にしたがって所定の機能を発揮する。機

能部 3 0 は、例えば撮像機能、表示機能、各種センサ機能 （U I 機能を含む

) 、照明機能、集音機能 （U I 機能の一例として用いられてもよい）、電力

供給機能、および外部通信機能の少なくともいずれかである。なお図 2 に示

す機能部 3 0 の配置は一例であって、例えば機能部 3 0 が有する所定の機能

が表示機能である場合、表示機能を有する機能部 3 0 (表示部）は、 レンズ

部 1 0 の円 1 C の内側の領域 1 A を覆うよう設けられ、装着者 （ュ一ザ）に

より表示画像が認識される。また、表示機能を有する機能部 3 0 (表示部）

が領域 1 A を覆うように設けられる場合、回路部 2 0 は、表示部による画像

表示の邪魔にならないよう、表示部 2 6 の外周としての領域 1 B に設けられ

る。

[0029] また、本実施形態による一対のコンタク トレンズ 1 0 0 (コンタク トレン

ズ 1 R、 1 L ) は、互いに異なる機能を有する機能部 3 0 (第 1 の機能部 3

0 R、第 2 の機能部 3 0 L ) を備え、無線通信処理部 2 2 およびアンテナ 2

3 を介 して連携動作を行う。これにより、異なる機能を有する各機能部 3 0

を一対のコンタク トレンズ 1 0 0 (コンタク トレンズ 1 R、 1 L ) にそれぞ

れ分散 して設けることで、一のコンタク トレンズ 1 に全て設ける場合に比べ

て、配置領域の省スぺ一ス化を実現することができる。

[0030] このような異なる機能の組み合わせとしては、例えば 「撮像機能と、表示

/ 照明/ 記憶/ バッテ リー/ 外部通信/ U I 機能」、 「表示機能と、照明/

記憶/ バッテ リー/ 外部通信/ U I 機能」、 「記憶機能と、バッテ リー/ 外



部通信/ U I 機能」 といった組み合わせが考え られる。 また、 「特殊撮像 （

ズーム 赤外線 紫外線撮像）機能 と通常撮像」、 「遠方撮像 と近傍撮像」

といったように、細分化された撮像機能の組み合わせであってもよい。 この

ように、異なる機能組み合わせは多様であって特 に限定 しないが、本実施形

態の一対のコンタク トレンズ 1 0 0 による異なる機能の連携動作の具体例 に

ついては、続 く 「2 . 各実施形態」において詳細 に説明する。

[0031 ] 以上、 コンタク トレンズ 1 の基本的な外観構成 について説明 した。本実施

形態による回路部 2 0 の構成は、図 1 に示す例 に限定されず、 さらにバ ッテ

リ一 （電力供給部）を有する構成であってもよい。 また、回路部 2 0 のアン

テナ 2 3 および無線通信処理部 2 2 は、電力受給を行 う機能を有 してもよ く

、例えば電磁誘導方式、電波方式、 または電磁界共鳴方式等により外部の電

力供給装置 （不図示）か ら電力を受給することができる。 また、本実施形態

による無線通信処理部 2 2 およびアンテナ 2 3 は、他方の眼に装着 されてい

る他のコンタク トレンズ 1 と無線接続する他、外部通信端末 （例えばユーザ

が所持するスマー トフォン等） と無線接続 してもよい。 また、図 1 に示す回

路部 2 0 の各構成の配置は一例であって、本実施形態による回路部 2 0 は、

図 1 と異なる配置であってもよい。

[0032] 次 に、一対のコンタク トレンズ 1 0 0 による異なる機能の連携動作につい

て、複数の実施形態を用いて具体的に説明する。

[0033] « 2 . 各実施形態> >

< 2 - 1 . 第 1 の実施形態>

まず、一方のコンタク トレンズ 1 が撮像機能を有 し、他方のコンタク トレ

ンズ 1 が表示機能を有する第 1 の実施形態による連携動作について、図 3 〜

図 4 を参照 して説明する。

[0034] ( 2 - 1 - 1 . 構成）

図 3 は、第 1 の実施形態による一対のコンタク トレンズ 1 0 0 を形成する

左眼 4 L に装着 されるコンタク トレンズ 1 L _ 1 と、右眼 4 R に装着 される

コンタク トレンズ 1 R _ 1 の構成 を示すプロック図である。



[0035] 図 3 に示すように、コンタク トレンズ 1 L _ 1 は、制御部 2 1 L _ 1、無

線通信処理部 2 2 、アンテナ 2 3 および機能部 3 0 L - 1 を有する。機能部

3 0 L _ 1 は、撮像部 2 4 およびセンサ 2 7 を含む。

[0036] (撮像部 2 4 )

撮像部 2 4 (カメラ）は、撮像 レンズ、絞り、ズームレンズ、フォーカス

レンズ等により構成されるレンズ系、 レンズ系に対 してフォーカス動作ゃズ

ー厶動作を行わせる駆動系、および レンズ系で得 られる撮像光を光電変換 し

て撮像信号を生成する固体撮像素子アレイ等を有する。固体撮像素子アレイ

は、例えばC C D ( C h a r g e C o u p l e d D e v i c e ) センサ

アレイや、C M O S ( C o m p l e m e n t a r y M e t a l 0 x i d

e S e m i c o n d u c t o r ) センサアレイにより実現されてもよい。

[0037] 撮像 レンズは、コンタク トレンズ 1 を装着 したュ一ザの視線方向を撮像方

向となるよう設けられている。

[0038] また、撮像部 2 4 は、固体撮像素子によって得 られる信号に対する処理を

行い、デジタルデータとしての撮像信号を得る撮像信号処理部を有する。例

えば、撮像信号処理部は、眼球の動きによる撮像画像のぶれを補正する目ぶ

れ補正を行ってもよい。撮像部 2 4 は、取得 した撮像画像 （デジタルデータ

) を制御部 2 1 L - 1 に出力する。

[0039] (センサ 2 7 )

センサ 2 7 は、コンタク トレンズ 1 の外界 （周辺）情報を検知するため各

種センサであって、例えば圧電センサ （圧力センサの一例）、赤外線センサ

、または加速度センサ等により実現される。また、本実施形態によるセンサ

2 7 は、カメラ起動コマン ド、撮像コマン ド、およびカメラ終了コマン ドの

検出に用いられる。センサ 2 7 は、検知結果を制御部 2 1 L - 1 に出力する

[0040] (制御部 1 L - 1 )

制御部 2 1 L _ 1 は、センサ 2 7 の検知結果に基づいて各種コマン ドを検

出し、検出した各種コマン ドに応 じて、コンタク トレンズ 1 L — 1 の各構成



を制御する。 また、制御部 2 1 L _ 1 は、 コンタク トレンズ 1 L — 1 とコン

タク トレンズ 1 R _ 1 が連携 して動作するよう制御する。 より具体的には、

例えば制御部 2 1 L — 1 は、撮像部 2 4 により撮像 された撮像画像 を、他方

のコンタク トレンズ 1 R _ 1 に設けられる表示部 2 6 に表示するよう制御す

る。

[0041 ] 以上、本実施形態によるコンタク トレンズ 1 L _ 1 の構成 について具体的

に説明 した。一方、 コンタク トレンズ 1 R — 1 は、図 3 に示すように、制御

部 2 1 R _ 1 、無線通信処理部 2 2 、 アンテナ 2 3 および機能部 3 0 R _ 1

を有する。機能部 3 0 R _ 1 は、表示部 2 6 を含む。

[0042] (表示部 2 6 )

表示部 2 6 には、複数の表示素子 （不図示）が配置される。各表示素子は

、例えば、液晶表示装置や有機 E L ( E l e c t r o l u m i n e s c e n

c e ) 表示装ま、 F E D ( F i e l d E m i s s i o n D i s p l a y

) 表示装置などにより構成 される。各表示素子は、人間の眼 （コンタク トレ

ンズ 1 が装着 されるのが他の動物である場合 にはその動物の眼）の表面に対

応する 1 つの曲面 （例えば略球状の曲面）上に、マ トリックス状 に配置され

る。 また、各表示素子は、それぞれが表示領域 を有 してお り、それぞれが独

立 した画像 を表示 してもよい し、全体で 1 つの画像 を表示 してもよい。

[0043] 表示領域は円 1 C 内の領域 1 A (図 1 参照）の全体にわたって配置される

。 これにより、円 1 C の直径 D 2 は瞳 （瞳孔） 3 の最大の直径 （虹彩 2 の内

側の円 2 A の最大時の直径） D 1 と等 しいか、それより大 きい値 に設定され

るので、虹彩 2 の内側の円 2 A の直径の値 に拘わ らず、常に瞳 3 の全体にわ

たって表示領域が存在することになる。 したがって、 より多 くの表示領域の

画像の光が確実に眼球の網膜上に結像する。なお、 この実施形態の場合、円

1 C の直径 D 2 は、虹彩 2 の外側の円 2 B の直径 D 3 より小さい値 とされて

いるが、大 きくてもよい。

[0044] また、表示素子は、人により全体 と して 1 つの画像が認識できる程度の ピ

ツチで （画像が局部的に欠落 しない程度 に）密に配置されている。



[0045] また、表示部 2 6 は、画像を表示 していない状態のとき、外部の光を透過

するので、ユーザは外部の画像 （実空間の景色）を視認することができる。

[0046] (制御部 2 1 R _ 1 )

制御部 2 1 R _ 1 は、 アンテナ 2 3 および無線通信処理部 2 2 を介 してコ

ンタク トレンズ 1 L _ 1 か ら送信された撮像画像を、表示部 2 6 に表示する

よう制御する。

[0047] 以上、 コンタク トレンズ 1 L — 1 およびコンタク トレンズ 1 R — 1 の構成

について具体的に説明 した。上記構成により、左眼 4 L に装着 しているコン

タク トレンズ 1 L _ 1 で撮像 した撮像画像を、右眼 4 R に装着 しているコン

タク トレンズ 1 R — 1 で表示することができる。

[0048] ( 2 - 1 - 2 . 動作処理）

続いて、第 1 の実施形態による一対のコンタク トレンズ 1 0 0 の動作処理

について図 4 を参照 して説明する。図 4 は、第 1 の実施形態による連携処理

の一例を示すシーケンス図である。

[0049] 図 4 に示すように、 まず、ステ ップS 1 0 3 において、 コンタク トレンズ

1 L — 1 のセンサ 2 7 が O N にされる。具体的には、例えばコンタク トレン

ズ 1 L 一 1 に電力の供給がある場合や、所定の トリガ信号を外部 （ユーザが

所持するスマ一 卜フォンやタブレツ 卜端末等の外部通信端末）か ら受信 した

場合、センサ 2 7 の電源が入る。電源が〇N されたセンサ 2 7 は、検知結果

を制御部 2 1 L - 1 に出力する。

[0050] 次いで、ステ ップS 1 0 6 において、制御部 2 1 L — 1 は、センサ 2 7 に

よる検知結果に基づいて、カメラ起動 コマン ドを検出する。具体的には、例

えば圧電センサ （センサ 2 7 の一例）によりコンタク トレンズ 1 L _ 1 に接

する瞼の開閉が検出される場合、制御部 2 1 L _ 1 は、瞼が 2 回閉 じたこと

を、 「カメラ起動 コマン ド」として検出 してもよい。

[0051 ] 続いて、ステ ップS 1 0 9 において、制御部 2 1 L — 1 は、 「カメラ起動

コマン ド」を検出すると、撮像部 2 4 を起動する。

[0052] 次 に、ステ ップS 1 1 2 において、制御部 2 1 L — 1 は、センサ 2 7 によ



る検知結果に基づいて、撮像コマン ド （シャッターコマン ド）を検出する。

具体的には、例えばコンタク トレンズ 1 L _ 1 に接する瞼が意識的に閉瞼さ

れた場合 （例えば0 . 5 秒以上閉瞼 した場合）、制御部 2 1 L — 1 は、 「撮

像コマン ド」として検出する。

[0053] 次いで、ステップS 1 1 5 において、制御部 2 1 L — 1 は、 「撮像コマン

ド」を検出すると、撮像部 2 4 により被写体の撮像を行う。

[0054] 次に、ステップS 1 1 8 において、制御部 2 1 L _ 1 は、撮像部 2 4 によ

り撮像 した撮像画像を、アンテナ 2 3 および無線通信処理部 2 2 を介 して、

コンタク トレンズ 1 R — 1 に送信する。

[0055] 次いで、ステップS 1 1 において、コンタク トレンズ 1 R _ 1 の制御部

2 1 R — 1 は、コンタク トレンズ 1 L _ 1 から撮像画像を受信すると、表示

部 2 6 を〇Nする。

[0056] 続いて、ステップS 1 2 4 において、制御部 2 1 R _ 1 は、コンタク トレ

ンズ 1 L 一 1 から受信 した撮像画像を表示部 2 6 に表示するよう制御する。

これにより、ユーザは、一方のコンタク トレンズ 1 L _ 1 で撮像 した撮像画

像を、他方のコンタク トレンズ 1 R _ 1 で見ることができる。

[0057] 次いで、ステップS 1 7 において、制御部 2 1 R _ 1 は、表示部 2 6 を

O F F する。表示部 2 6 を〇F F するタイミングは、撮像画像を表示 してか

ら所定時間経過 したタイミングであってもよいし、 「表示部終了コマン ド」

が検出されたタイミングであつてもよい。 「表示部終了コマン ド」は、コン

タク トレンズ 1 L — 1 から送信されてもよいし、コンタク トレンズ 1 R — 1

にセンサ 2 7 が設けられている場合は当該センサ 2 7 による検知結果に基づ

いて検出されてもよい。

[0058] —方、ステップS 1 3 0 において、コンタク トレンズ 1 L _ 1 の制御部 2

1 L — 1 は、センサ 2 7 による検知結果に基づいて、 「カメラ終了コマン ド

」を検出する。具体的には、例えばコンタク トレンズ 1 L — 1 に接する瞼が

意識的に3 回閉 じられた場合、制御部 2 1 L _ 1 は、 「カメラ終了コマン ド

」として検出する。



[0059] そ して、ステ ップS 1 3 3 において、制御部 2 1 L _ 1 は、 「カメラ終了

コマン ド」を検出すると、撮像部 2 4 をO F F する。

[0060] 以上、第 1 の実施形態による連携動作について具体的に説明 した。本実施

形態によれば、一対のコンタク トレンズ 1 0 0 で、撮像機能 と表示機能の連

携動作を実現することができる。

[0061 ] < 2 - 2 . 第 2 の実施形態>

次に、一方のコンタク 卜レンズ 1 が撮像機能を有 し、他方のコンタク 卜レ

ンズ 1 が照明機能を有する第 2 の実施形態による連携動作について、図 5 〜

図 6 を参照 して説明する。

[0062] ( 2 - 2 - 1 . 構成）

図 5 は、第 2 の実施形態による右眼 4 R に装着されるコンタク トレンズ 1

R _ 2 の構成を示すプロック図である。なお、本実施形態による一対のコン

タク トレンズ 1 0 0 は、左眼 4 L に装着されるコンタク トレンズ 1 L — 2 と

右眼 4 R に装着されるコンタク トレンズ 1 R — 2 により形成される。 コンタ

ク トレンズ 1 L — 2 の構成は、図 3 に示すコンタク トレンズ 1 L — 1 と同様

であるので、 ここでの説明は省略する。

[0063] 図 5 に示すように、 コンタク トレンズ 1 R — 2 は、制御部 2 1 R _ 2 、無

線通信処理部 2 2 、 アンテナ 2 3 および機能部 3 0 R — 2 を有する。機能部

3 0 R _ 2 は、照明部 2 8 を含む。

[0064] (照明部 2 8 )

照明部 2 8 は、 レンズ部 1 0 の領域 1 B に設けられ、発光部 とその発光部

を発光させる発光回路か ら成る。照明部 2 8 は、制御部 2 1 R — 2 の制御に

応 じて、発光動作を実行させる。発光部が、 コンタク トレンズ 1 R _ 2 がュ

—ザの眼球 4 A に装着された状態において前方に対 して照明を行 うものとし

て取 り付けられていることで、照明部 2 8 は、 コンタク トレンズ 1 L — 2 が

有する撮像部 2 4 の撮像方向 （ュ一ザの視界方向と同様）を照明することが

できる。

[0065] (制御部 1 R - 2 )



制御部 2 1 R _ 2 は、 アンテナ 2 3 および無線通信処理部 2 2 を介 してコ

ンタク トレンズ 1 L — 2 か ら送信されたコマン ドに従 って、照明部 2 8 の〇

N / 0 F F を制御する。

[0066] 以上、 コンタク トレンズ 1 R _ 2 の構成について具体的に説明 した。上記

構成により、右眼 4 R に装着 しているコンタク トレンズ 1 R — 2 は、左眼 4

L に装着 しているコンタク トレンズ 1 L _ 2 と連携 して照明制御を行 うこ と

ができる。

[0067] ( 2 - 2 - 2 . 動作処理）

続いて、第 2 の実施形態による一対のコンタク トレンズ 1 0 0 の動作処理

について図 6 を参照 して説明する。図 6 は、第 2 の実施形態による連携処理

の一例を示すシーケンス図である。

[0068] 図 6 に示すステ ップS 1 4 3 〜ステ ップS 1 5 2 に示す処理は、図 4 に示

すステ ップS 1 0 3 〜 S 1 1 2 に示す処理 と同様であるので、 ここでの説明

は省略する。

[0069] 次いで、ステ ップS 1 5 5 において、制御部 2 1 L _ 1 は、 「撮像 コマン

ド」 （シャツタ一コマン ド）を検出すると、照明O N のコマン ドを、アンテ

ナ 2 3 および無線通信処理部 2 2 を介 して、 コンタク トレンズ 1 R _ 2 に送

信する。

[0070] 次 に、ステ ップS 1 5 8 において、 コンタク トレンズ 1 R — 2 の制御部 2

1 R — 2 は、 コンタク トレンズ 1 L — 2 か ら照明 O N コマン ドを受信すると

、照明部 2 8 をO N するよう制御する。

[0071 ] 次いで、ステ ップS 1 6 1 において、 コンタク トレンズ 1 L — 2 の制御部

1 L — 2 は、 コンタク トレンズ 1 R — 2 の照明部 2 8 が O N にされている

状態で、撮像部 2 4 により被写体の撮像を行 う。 これにより、一方のコンタ

ク トレンズ 1 L _ 2 において撮像を行 う際に、他方のコンタク トレンズ 1 R

- で撮像方向に対する照明を行 う連携動作を実現することができる。撮像

部 2 4 により撮像された撮像画像は、制御部 2 1 L _ 2 に含 まれるメモ リ領

域に記憶されてもよい し、アンテナ 2 3 および無線通信処理部 2 2 を介 して



、外部通信端末 （ュ一ザが所持するスマ一 卜フォン等）に送信されてもよい

[0072] 次に、ステップS 1 6 4 において、制御部 2 1 L _ 2 は、センサ 2 7 によ

る検知結果に基づいて、 「カメラ終了コマン ド」を検出する。具体的には、

例えばコンタク トレンズ 1 L _ 2 に接する瞼が意識的に3 回閉 じられた場合

、制御部 2 1 L —2 は、 「カメラ終了コマン ド」として検出する。

[0073] 次いで、ステップS 1 6 7 において、制御部 2 1 L _ 2 は、 「カメラ終了

コマン ド」を検出すると、アンテナ 2 3 および無線通信処理部 2 2 を介 して

、照明〇F F のコマン ドをコンタク トレンズ 1 R —2 に送信する。

[0074] 続いて、ステップS 1 7 0 において、コンタク トレンズ 1 R —2 の制御部

1 R —2 は、コンタク トレンズ 1 L —2 から受信 した照明〇F F コマン ド

に従って、照明部 2 8 を〇F F するよう制御する。

[0075] そ して、ステップS 1 7 3 において、コンタク トレンズ 1 L —2 の制御部

2 1 L —2 は、 「カメラ終了コマン ド」を検出すると、撮像部 2 4 をO F F

する。

[0076] 以上、第 2 の実施形態による連携動作について具体的に説明 した。本実施

形態によれば、一対のコンタク トレンズ 1 0 0 で、撮像機能と照明機能の連

携動作を実現することができる。

[0077] < 2 - 3 . 第 3 の実施形態>

次に、一方のコンタク トレンズ 1 がU I 機能を有 し、他方のコンタク トレ

ンズ 1 が撮像機能を有する第 3 の実施形態による連携動作について、図 7 〜

図 8 を参照 して説明する。

[0078] ( 2 - 3 - 1 . 構成）

図 7 は、第 3 の実施形態による一対のコンタク トレンズ 1 0 0 を形成する

左眼4 L に装着されるコンタク トレンズ 1 L —3 と、右眼4 R に装着される

コンタク トレンズ 1 R —3 の構成を示すプロック図である。

[0079] 図 7 に示すように、コンタク トレンズ 1 L —3 は、制御部 2 1 L _ 3 、無

線通信処理部 2 2 、アンテナ 2 3 および機能部 3 0 L —3 を有する。機能部



3 0 L — 3 は、センサ 2 7 を含む。

[0080] センサ 2 7 は、第 1 の実施形態において図 3 を参照 して説明 したので、 こ

こでの詳細な説明は省略する。

[0081 ] 制御部 2 1 L — 3 は、センサ 2 7 による検知結果に基づいて、カメラ起動

コマン ド、撮像 コマン ド、およびカメラ終了コマン ドを検出 し、検出 した各

コマン ドを、アンテナ 2 3 および無線通信処理部 2 2 を介 してコンタク 卜レ

ンズ 1 R _ 3 に送信する。

[0082] 以上、本実施形態によるコンタク トレンズ 1 L _ 3 の構成について具体的

に説明 した。図 7 に示すように、 コンタク トレンズ 1 L — 3 は、センサ 2 7

によりユーザ操作を受け付ける U I (ユーザインタフェース）機能を有する

。一方、 コンタク トレンズ 1 R — 3 は、図 7 に示すように、制御部 2 1 R -

3 、無線通信処理部 2 2 、 アンテナ 2 3 および機能部 3 0 R _ 3 を有する。

機能部 3 0 R — 3 は、撮像部 2 4 を含む。

[0083] 撮像部 2 4 は、第 1 の実施形態において図 3 を参照 して説明 したので、 こ

こでの詳細な説明は省略する。

[0084] 制御部 2 1 R — 3 は、 コンタク トレンズ 1 L _ 3 か ら送信される各 コマン

ドに従 って、撮像部 2 4 による撮像動作を制御する。

[0085] 以上、 コンタク トレンズ 1 L — 3 およびコンタク トレンズ 1 R — 3 の構成

について具体的に説明 した。上記構成により、左眼 4 L に装着 しているコン

タク トレンズ 1 L _ 3 でユーザ操作 （各 コマン ド）が検出され、検出された

ユーザ操作に応 じて、右眼 4 R に装着 しているコンタク トレンズ 1 R — 3 が

有する撮像部 2 4 が制御される。

[0086] ( 2 - 3 - 2 . 動作処理）

続いて、第 3 の実施形態による一対のコンタク トレンズ 1 0 0 の動作処理

について図 8 を参照 して説明する。図 8 は、第 3 の実施形態による連携処理

の一例を示すシーケンス図である。

[0087] 図 8 に示すステ ップS 1 8 3 、 S 1 8 6 は、図 4 に示すステ ップS 1 0 3

、 S 1 0 6 に示す処理 と同様であるので、 ここでの説明は省略する。



[0088] 次いで、ステ ップS 1 8 9 において、 コンタク トレンズ 1 L _ 3 の制御部

2 1 L — 3 は、センサ 2 7 による検知結果に基づいて 「カメラ起動 コマン ド

」を検出すると、カメラ起動 コマン ドを、アンテナ 2 3 および無線通信処理

部 2 2 を介 してコンタク トレンズ 1 R — 3 に送信する。

[0089] 次 に、ステ ップS 1 9 2 において、 コンタク トレンズ 1 R — 3 の制御部 2

1 R — 3 は、 コンタク トレンズ 1 L — 3 か ら受信 したカメラ起動 コマン ドに

従 って、撮像部 2 4 を起動する。

[0090] 次いで、ステ ップS 1 9 5 において、 コンタク トレンズ 1 L — 3 の制御部

2 1 L — 3 は、センサ 2 7 による検知結果に基づいて、撮像 コマン ド （シャ

ッタ一コマン ド）を検出する。

[0091 ] 次 に、ステ ップS 1 9 8 において、制御部 2 1 L — 3 は、撮像 コマン ドを

、アンテナ 2 3 および無線通信処理部 2 2 を介 してコンタク トレンズ 1 R _

3 に送信する。

[0092] 次いで、ステ ップS 2 0 1 において、 コンタク トレンズ 1 R — 3 の制御部

2 1 R — 3 は、 コンタク トレンズ 1 L — 3 か ら受信 した撮像 コマン ドに従 つ

て、撮像部 2 4 により被写体の撮像を行 うよう制御する。

[0093] 続いて、ステ ップS 2 0 4 において、 コンタク トレンズ 1 L — 3 の制御部

2 1 L — 3 は、センサ 2 7 による検知結果に基づいて、 「カメラ終了コマン

ド」を検出する。具体的には、例えばコンタク トレンズ 1 L — 3 に接する瞼

が意識的に 3 回閉 じられた場合、制御部 2 1 L _ 3 は、 「カメラ終了コマン

ド」として検出する。

[0094] 次 に、ステ ップS 2 0 7 において、制御部 2 1 L _ 3 は、カメラ終了コマ

ン ドを、アンテナ 2 3 および無線通信処理部 2 2 を介 してコンタク トレンズ

1 R — 3 に送信する。

[0095] そ して、ステ ップS 2 1 0 において、 コンタク トレンズ 1 R — 3 の制御部

2 1 R — 3 は、 コンタク トレンズ 1 L — 3 か ら受信 したカメラ終了コマン ド

に従 って、撮像部 2 4 をO F F する。

[0096] 以上、第 3 の実施形態による連携動作について具体的に説明 した。本実施



形態によれば、一対のコンタク トレンズ 1 0 0 で、 U I 機能 （操作入力機能

) と撮像機能の連携動作を実現することができる。

[0097] < 2 - 4 . 第 4 の実施形態>

上述 した第 3 の実施形態では、コンタク トレンズ 1 L —3 が、センサ 2 7

(例えば圧電センサ）によりユーザ操作 （例えば瞬き）を検出するU I 機能

を有 しているが、本実施形態によるU I 機能は、センサ 2 7 による検知結果

に基づいて検出される方法に限定されない。例えば、収音部 （マイクロホン

、以下マイクとも称する）により収音 した音声に基づいて各コマン ド （ュ一

ザ操作）が検出されてもよい。そこで、以下、一方のコンタク トレンズ 1 が

音声入力可能なU I 機能を有 し、他方のコンタク トレンズ 1 が撮像機能を有

する第4 の実施形態による連携動作について、図 9 〜図 1 0 を参照 して説明

する。

[0098] ( 2 - 4 - 1 . 構成）

図 9 は、第4 の実施形態による左眼4 L に装着されるコンタク トレンズ 1

L —4 の構成を示すプロック図である。なお、本実施形態による一対のコン

タク トレンズ 1 0 0 は、左眼4 L に装着されるコンタク トレンズ 1 L —4 と

右眼4 R に装着されるコンタク トレンズ 1 R —4 により形成される。コンタ

ク トレンズ 1 R —4 の構成は、図 7 に示すコンタク トレンズ 1 R —3 と同様

であるので、ここでの説明は省略する。

[0099] 図 9 に示すように、コンタク トレンズ 1 L —4 は、制御部 2 1 L _ 4 、無

線通信処理部 2 2 、アンテナ 2 3 および機能部 3 0 L —4 を有する。機能部

3 0 L —4 は、マイク （収音部） 2 9 を含む。

[01 00] (マイク2 9 )

マイク2 9 は、 レンズ部 1 0 に設けられ、ユーザの声など外界の音声を収

音 し、収音 した音声信号を制御部 2 1 L —4 に出力する。また、本実施形態

によるマイク2 9 に防水機能を適用 してもよいし、マイク2 9 を、水中音を

収音可能な構造により実現 してもよい。

[01 0 1 ] (制御部 2 1 L - 4 )



制御部 2 1 L _ 4 は、 マイク 2 9 によ り収音 された音声信号 に基づいて、

カメラ起動 コマン ド、撮像 コマン ド （シャッターコマン ド）、 およびカメラ

終 了コマン ドを検 出する。 また、制御部 2 1 L — 4 は、検 出 した各 コマン ド

を、 アンテナ 2 3 および無線通信処理部 2 2 を介 してコンタク トレンズ 1 R

_ 4 に送信するよう制御する。

[01 02] 以上、 コンタク トレンズ 1 L _ 4 の構成 について具体的に説明 した。上記

構成 によ り、左眼 4 L に装着 されているコンタク トレンズ 1 L — 4 は、音声

によるユーザ操作 （コマン ド）を検 出 し、検 出 した各 コマン ドに応 じて、右

眼 4 R に装着 されているコンタク トレンズ 1 R — 4 の撮像動作 を制御するこ

とがで きる。

[01 03] ( 2 - 4 - 2 . 動作処理）

続いて、第 4 の実施形態 による一対のコンタク トレンズ 1 0 0 の動作処理

について図 1 0 を参照 して説明する。図 1 0 は、第 4 の実施形態 による連携

処理の一例 を示すシーケンス図である。

[01 04] 図 1 0 に示すように、 まず、ステ ップ S 2 3 3 において、 コンタク トレン

ズ 1 L — 4 のマイク 2 9 が O N にされる。具体的には、例 えばコンタク トレ

ンズ 1 L 一 4 に電力の供給がある場合や、所定の トリガ信号 を外部 （ユーザ

が所持するスマ一 卜フォンやタブ レツ 卜端末等の外部通信端末）か ら受信 し

た場合、マイク 2 9 の電源が入る。電源が O N されたマイク 2 9 は、周囲の

音声を収音 し、収音 した音声信号 を制御部 2 1 L 一 4 に出力する。

[01 05] 次 いで、ステ ップ S 2 3 6 において、制御部 2 1 L _ 4 は、 マイク 2 9 に

よ り収音 された音声信号 を解析 し （音声認識）、 カメラ起動 コマン ドを検 出

する。

[01 06] 続 いて、ステ ップ S 2 3 9 において、制御部 2 1 L — 4 は、 「カメラ起動

コマン ド」を検 出すると、 カメラ起動 コマン ドを、 アンテナ 2 3 および無線

通信処理部 2 2 を介 してコンタク トレンズ 1 R _ 4 に送信する。

[01 07] 次 に、ステ ップ S 2 4 2 において、 コンタク トレンズ 1 R — 4 の制御部 2

1 R — 4 は、 コンタク トレンズ 1 L — 4 か ら受信 したカメラ起動 コマン ドに



従 って、撮像部 2 4 を起動する。

[01 08] 次 いで、ステ ップ S 2 4 5 において、 コンタク トレンズ 1 L — 4 の制御部

2 1 L — 4 は、マイク 2 9 によ り収音 された音声信号 を解析 し、撮像 コマン

ド （シャッターコマン ド）を検 出する。

[01 09] 次 に、ステ ップ S 2 4 8 において、制御部 2 1 L _ 4 は、撮像 コマン ドを

、 アンテナ 2 3 および無線通信処理部 2 2 を介 してコンタク トレンズ 1 R _

4 に送信する。

[01 10] 次 いで、ステ ップ S 2 5 1 において、 コンタク トレンズ 1 R — 4 の制御部

2 1 R — 4 は、 コンタク トレンズ 1 L — 4 か ら受信 した撮像 コマン ドに従 つ

て、撮像部 2 4 によ り被写体の撮像 を行 うよう制御する。

[01 11] 続 いて、ステ ップ S 2 5 4 において、 コンタク トレンズ 1 L — 4 の制御部

2 1 L — 4 は、マイク 2 9 によ り収音 された音声信号 を解析 し、 「カメラ終

了コマン ド」を検 出する。

[01 12] 次 に、ステ ップ S 2 5 7 において、制御部 2 1 L _ 4 は、 カメラ終 了コマ

ン ドを、 アンテナ 2 3 および無線通信処理部 2 2 を介 してコンタク トレンズ

1 R — 4 に送信する。

[01 13] そ して、ステ ップ S 2 6 0 において、 コンタク トレンズ 1 R — 4 の制御部

2 1 R — 4 は、 コンタク トレンズ 1 L — 4 か ら受信 したカメラ終 了コマン ド

に従 って、撮像部 2 4 を O F F する。

[01 14] 以上、第 4 の実施形態 による連携動作 について具体的に説明 した。本実施

形態 によれば、一対のコンタク トレンズ 1 0 0 で、音声入力による U I 機能

と撮像機能の連携動作 を実現することがで きる。

[01 15] < 2 - 5 . 第 5 の実施形態 >

上述 した第 1 〜第 4 の実施形態 による一対のコンタク トレンズ 1 0 0 は、

各 コンタク トレンズ 1 R、 1 L がそれぞれバ ッテ リー （電力供給部）を有す

るか、 または各 コンタク トレンズ 1 R、 1 L がそれぞれ外部の電力供給装置

か ら電力を受給 している。 しか し、本実施形態 による一対のコンタク トレン

ズ 1 0 0 の各構成 はこれに限定されず、各 コンタク トレンズ 1 R、 1 L の う



ち一方のコンタク 卜レンズにバ ッテ リーが設 け られ、他方のコンタク トレン

ズに電力を供給するといつた連携動作 を行 ってもよい。以下、 このような電

力供給の連携動作 について、第 5 の実施形態 と して、図 1 1 〜図 1 2 を参照

して説明する。

[01 16] ( 2 - 5 - 1 . 構成）

図 1 1 は、第 5 の実施形態 による左眼 4 L に装着 されるコンタク トレンズ

1 L _ 5 の構成 を示すプロック図である。なお、本実施形態 による一対のコ

ンタク トレンズ 1 0 0 は、左眼 4 L に装着 され、バ ッテ リー機能 を有するコ

ンタク トレンズ 1 L _ 5 と、右眼 4 R に装着 され、撮像機能 を有するコンタ

ク トレンズ 1 R — 5 によ り形成 される。 コンタク トレンズ 1 R — 5 の構成 は

、図 7 に示すコンタク トレンズ 1 R — 3 と同様であるので、 ここでの説明は

省略する。

[01 17] 図 1 1 に示すように、 コンタク トレンズ 1 L — 5 は、制御部 2 1 L _ 5 、

無線通信処理部 2 2 、 アンテナ 2 3 および機能部 3 0 L — 5 を有する。機能

部 3 0 L — 5 は、センサ 2 7 およびバ ッテ リー 3 1 を含む。

[01 18] セ ンサ 2 7 は、第 1 の実施形態 において図 3 を参照 して説明 したので、 こ

こでの詳細な説明は省略する。

[01 19] バ ッテ リー 3 1 は、 コンタク トレンズ 1 L — 5 の各構成 に電力を供給する

機能 を有する。バ ッテ リー 3 1 は、例 えば太陽光発電部 によ り実現 されても

よい し、 アンテナ 2 3 によ り外部の電力供給装置か ら電力を受給する処理 を

行 う電力受給処理部 によ り実現 されてもよい。

[01 20] 制御部 2 1 L — 5 は、センサ 2 7 による検知結果 に基づいて、 カメラ起動

コマン ド、撮像 コマン ド、 およびカメラ終 了コマン ドを検 出 し、検 出 した各

コマン ドを、 アンテナ 2 3 および無線通信処理部 2 2 を介 してコンタク 卜レ

ンズ 1 R — 5 に送信する。 また、制御部 2 1 L — 5 は、検 出 した各 コマン ド

に応 じて、 コンタク トレンズ 1 R _ 5 への電力送信 を制御する。

[01 2 1 ] 以上、 コンタク トレンズ 1 L _ 5 の構成 について具体的に説明 した。上記

構成 によ り、左眼 4 L に装着 しているコンタク トレンズ 1 L — 5 は、検 出 し



た各 コマン ドに応 じて、右眼 4 R に装着 しているコンタク トレンズ 1 R — 5

への電力供給 を制御する。

[01 22] ( 2 - 5 - 2 . 動作処理）

続いて、第 5 の実施形態 による一対のコンタク トレンズ 1 0 0 の動作処理

について図 1 2 を参照 して説明する。図 1 2 は、第 5 の実施形態 による連携

処理の一例 を示すシーケンス図である。

[01 23] 図 1 2 に示すように、 まず、ステ ップ S 2 6 3 において、 コンタク トレン

ズ 1 L — 5 のセンサ 2 7 が O N にされる。

[01 24] 次 いで、ステ ップ S 2 6 6 において、制御部 2 1 L _ 5 は、 センサ 2 7 に

よる検知結果 に基づいて、 カメラ起動 コマン ドを検 出する。具体的には、例

えば圧電センサ （センサ 2 7 の一例）によ りコンタク トレンズ 1 L _ 5 に接

する瞼の開閉が検 出される場合、制御部 2 1 L _ 5 は、瞼が 2 回閉 じた こと

を、 「カメラ起動 コマン ド」 と して検 出 してもよい。

[01 25] 次 に、ステ ップ S 2 6 9 において、制御部 2 1 L _ 5 は、バ ッテ リー 3 1

か ら供給 される電力をコンタク トレンズ 1 R _ 5 に送信するよう制御する。

電力送信は、例 えば電磁誘導方式、電波方式、 または電磁界共鳴方式等 によ

り実現 され得 る。 また、 コンタク トレンズ 1 R _ 5 への電力送信は以降継続

的に行われる。

[01 26] 次 いで、ステ ップ S 2 7 2 において、制御部 2 1 L _ 5 は、 カメラ起動 コ

マン ドをコンタク トレンズ 1 R — 5 に送信する。

[01 27] 続 くステ ップ S 2 7 5 〜 S 2 8 7 において、図 8 に示すステ ップ S 1 9 5

〜 S 2 1 0 に示す処理 と同様の処理 を行 う。すなわち、 コンタク トレンズ 1

L — 5 において撮像 コマン ド （シャッターコマン ド）やカメラ終 了コマン ド

が検 出され、各 コマン ドに応 じて、 コンタク トレンズ 1 R — 5 の撮像部 2 4

が制御 される。 この際、 コンタク トレンズ 1 R — 5 の各構成 は、 コンタク ト

レンズ 1 L 一 5 か ら継続的に送信 される電力を利用 して駆動する。

[01 28] 次 に、ステ ップ S 2 9 0 において、 コンタク トレンズ 1 R — 5 の制御部 2

1 R — 5 は、撮像部 2 4 を O F F した旨をコンタク トレンズ 1 L _ 5 に通知



する。

[01 29] そ して、ステ ップ S 2 9 3 において、 コンタク トレンズ 1 L _ 5 の制御部

2 1 L — 5 は、撮像部 2 4 を O F F の 旨を受信すると、 コンタク トレンズ 1

R _ 5 への電力の送信 を中止する。

[01 30] 以上、第 5 の実施形態 による連携動作 について具体的に説明 した。本実施

形態 によれば、一対のコンタク トレンズ 1 0 0 で、バ ッテ リー機能 （電力供

給機能） と撮像機能の連携動作 を実現することがで きる。

[01 3 1 ] < 2 - 6 . 第 6 の実施形態 >

上述 した第 1 〜第 5 の実施形態 による一対のコンタク トレンズ 1 0 0 では

、各 コンタク トレンズ 1 R、 1 L がそれぞれ有するアンテナ 2 3 および無線

通信処理部 2 2 は、少な くとも各 コンタク トレンズ 1 R、 1 L が互いに通信

するための機能 を有 していればよい。 ここで、 コンタク トレンズ 1 R、 1 L

の うち一方 に、外部通信端末 と通信可能な機能 （外部通信機能）を設 けるこ

とで、外部通信機能 と他 の機能 との連携動作 を実現することがで きる。外部

通信端末 とは、例 えばュ一ザが所持するスマ一 卜フォン、携帯電話端末、 タ

ブ レッ ト端末等の通信端末や、 ネ ッ トワーク上のサーバ等である。以下、 こ

のような通信機能 と他 の機能 （例 えば撮像機能）の連携動作 について、第 6

の実施形態 と して、図 1 3 〜図 1 4 を参照 して説明する。

[01 32] ( 2 - 6 - 1 . 構成）

図 1 3 は、第 6 の実施形態 による一対のコンタク トレンズ 1 0 0 を形成す

る左眼 4 L に装着 されるコンタク トレンズ 1 L — 6 と、右眼 4 R に装着 され

るコンタク トレンズ 1 R — 6 の構成 を示すプロック図である。

[01 33] 図 1 3 に示すように、 コンタク トレンズ 1 L — 6 は、制御部 2 1 L _ 6 、

無線通信処理部 2 2 、 アンテナ 2 3 および機能部 3 0 L — 6 を有する。機能

部 3 0 L _ 6 は、外部無線通信処理部 3 2 および アンテナ 3 3 を含む。

[01 34] アンテナ 3 3 は、ユーザが所持するスマー トフォン、携帯電話端末、 タブ

レツ 卜端末等の通信端末や、 ネ ッ 卜ワーク上のサーバ等の外部通信端末 と無

線接続する。 また、外部無線通信処理部 3 2 は、 アンテナ 3 3 による外部通



信端末 との無線接続 を処理する。なおコンタク トレンズ 1 L _ 6 は、 アンテ

ナ 3 3 を有する構成の他、 アンテナ 3 3 の代わ りに人体 を介 して外部通信端

末 と無線通信 を行 ってもよい。

[01 35] 制御部 2 1 L — 6 は、 アンテナ 2 3 および無線通信処理部 2 2 を介 してコ

ンタク トレンズ 1 R _ 6 か ら受信 した撮像画像 を、 アンテナ 3 3 および外部

無線通信処理部 3 2 を介 して外部通信端末 に送信するよう制御する。

[01 36] 以上、本実施形態 によるコンタク トレンズ 1 L _ 6 の構成 について具体的

に説明 した。一方、 コンタク トレンズ 1 R — 6 は、図 1 3 に示すように、制

御部 2 1 R _ 6 、無線通信処理部 2 2 、 アンテナ 2 3 および機能部 3 0 R _

6 を有する。機能部 3 O R — 6 は、撮像部 2 4 およびセンサ 2 7 を含む。

[01 37] 撮像部 2 4 およびセンサ 2 7 は、第 1 の実施形態 において図 3 を参照 して

説明 したので、 ここでの詳細な説明は省略する。

[01 38] 制御部 2 1 R — 6 は、センサ 2 7 による検知結果 に応 じて撮像部 2 4 によ

る撮像動作 を制御 し、撮像部 2 4 によ り撮像 された撮像画像 をコンタク トレ

ンズ 1 L _ 6 に送信するよう制御する。

[01 39] 以上、 コンタク トレンズ 1 L — 6 および コンタク トレンズ 1 R — 6 の構成

について具体的に説明 した。上記構成 によ り、左眼 4 L に装着 しているコン

タク トレンズ 1 L — 6 は、右眼 4 R に装着 しているコンタク トレンズ 1 R —

6 が有する撮像部 2 4 によ り撮像 された撮像画像 を外部通信端末 に送信する

ことがで きる。

[0140] ( 2 - 6 - 2 . 動作処理）

続いて、第 6 の実施形態 による一対のコンタク トレンズ 1 0 0 の動作処理

について図 1 4 を参照 して説明する。図 1 4 は、第 6 の実施形態 による連携

処理の一例 を示すシーケンス図である。

[0141 ] まず、図 1 4 に示すステ ップ S 3 0 3 〜 S 3 1 5 において、図 4 に示すス

テ ツプ S 1 0 3 〜 S 1 1 5 に示す処理 と同様の処理 を行 う。すなわち、 コン

タク トレンズ 1 R — 6 において、センサ 2 7 による検知結果 に基づいて、 力

メラ起動 コマン ド、撮像 コマン ド （シャッターコマン ド）、 カメラ終 了コマ



ン ドが検出され、各コマン ドに応 じて、撮像部 2 4 による撮像動作が制御さ

れる。

[0142] 次いで、ステップS 3 1 8 において、コンタク トレンズ 1 R —6 の制御部

2 1 R _ 6 は、撮像部 2 4 により撮像された撮像画像を、アンテナ 2 3 およ

び無線通信処理部 2 2 を介 してコンタク トレンズ 1 L _ 6 に送信する。

[0143] 次に、ステップS 3 2 1 において、コンタク トレンズ 1 L —6 の制御部 2

1 L —6 は、コンタク トレンズ 1 R —6 から受信 した撮像画像を、アンテナ

3 3 および外部無線通信処理部 3 2 を介 して外部通信端末に送信するよう制

御する。

[0144] —方、ステップS 3 2 4 において、コンタク トレンズ 1 R —6 の制御部 2

1 R —6 は、センサ 2 7 による検知結果に基づいて、 「カメラ終了コマン ド

」を検出する。具体的には、例えばコンタク トレンズ 1 R —6 に接する瞼が

意識的に3 回閉 じられた場合、制御部 2 1 R _ 6 は、 「カメラ終了コマン ド

」として検出する。

[0145] そ して、ステップS 3 2 7 において、制御部 2 1 R —6 は、 「カメラ終了

コマン ド」を検出すると、撮像部 2 4 をO F F する。

[0146] 以上、第 6 の実施形態による連携動作について具体的に説明 した。本実施

形態によれば、一対のコンタク トレンズ 1 0 0 で、外部通信機能と撮像機能

の連携動作を実現することができる。なお、本実施形態による連携動作は、

外部通信機能と撮像機能に限定されず、例えば外部通信機能と表示機能であ

つてもよい。これにより、例えば外部通信機能を有する一方のコンタク トレ

ンズ 1 L によリネットワーク上の所定サーバから映像を受信 し、表示機能を

有する他方のコンタク トレンズ 1 R において受信 した映像を表示 してもよい

[0147] また、本実施形態による連携動作は、外部通信機能と記憶機能であっても

よい。これにより、例えば外部通信機能を有する一方のコンタク トレンズ 1

L により外部通信端末からデータを受信 し、記憶機能を有する他方のコンタ

ク トレンズ 1 R において受信 したデ一タを記憶 してもよい。ここで記憶機能



とは、所定の記録媒体に対してデータの記録再生を行う記憶部により実現さ

れ得る。記録媒体としては、フラッシュメモリ等の固定メモリなど各種考え

られ、記憶部としては採用する記録媒体に応じて記録再生を実行できる構成

とされればよい。

[0148] « 3 . まとめ> >

上述したように、本実施形態による一対のコンタクトレンズ 1 0 0 を形成

するコンタクトレンズ 1 R とコンタクトレンズ 1 L は、互いに異なる機能を

有し、これらの機能を連携して動作させることで、コンタクトレンズの利便

性を格段に向上させることができる。

[0149] 以上、添付図面を参照しながら本開示の好適な実施形態について詳細に説

明したが、本技術はかかる例に限定されない。本開示の技術分野における通

常の知識を有する者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範

疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり

、これらについても、当然に本開示の技術的範囲に属するものと了解される

[01 50] 例えば、コンタクトレンズ 1の回路部 2 0 に内蔵されるC P U、 R 〇M、

およびR A M等のハ一 ドウエアに、上述したコンタクトレンズ 1の制御部 2

の各機能を発揮させるためのコンピュータプログラムも作成可能である。

また、当該コンピュータプログラムを記憶させたコンピュータ読み取り可能

な記憶媒体も提供される。

[01 5 1 ] また、上記各実施形態では、両目にコンタクトレンズ 1 R、 1 L がそれぞ

れ装着されている場合における連携動作について説明したが、一対のコンタ

クトレンズ 1 0 0 のうち一方が外れた場合は、例外処理を実行してもよい。

例えば、上記各実施形態において、一方のコンタクトレンズからの応答がな

い場合、他方のコンタクトレンズは、撮像画像や各コマンド、電力等の送信

処理を中止するよう制御する。

[01 52] また、一般的に、コンタクトレンズには、レンズの特性およびレンズ径が

それぞれ異なるソフトコンタク卜レンズおよびハ一 ドコンタク卜レンズが知



られているが、本実施形態 によるコンタク トレンズ 1 は、 いずれのタイプに

も応用され得 る。

[01 53] また、上述 した各 フローチヤ一 卜における各 コマン ドの送信処理 は、送信

先か らのコマン ド完 了通知 を持 って送信処理終 了と してもよい。例 えば、図

6 の S 1 5 5 に示す 「照明 〇 N のコマン ド送信処理」は、 コンタク トレンズ

1 R _ 2 か らコマン ド完 了通知 （照明 O N 通知）を受信することで終 了 し、

次いで S 1 6 1 に示す 「撮像処理」が行われる。 これによ り、 コンタク トレ

ンズ 1 R _ 2 で照明が点 く前 にコンタク トレンズ 1 L _ 2 で撮像処理が行わ

れて しまうことを回避することがで きる。

[01 54] なお、本技術 は以下のような構成 も取 ることがで きる。

( )

両 目の各眼球 に装着 される一対の レンズ部 と、

前記一対の レンズ部の うち一方の前記 レンズ部 に設 け られる第 1 の機能部

と、

他方の前記 レンズ部 に設 け られる前記第 1 の機能部の機能 と異なる機能 を

有する第 2 の機能部 と、

を備 える、一対のコンタク トレンズ。

( 2 )

前記一対のコンタク トレンズは、前記一対の レンズ部 を通信可能 にする通

信部 をさ らに備 える、前記 （1 ) に記載の一対のコンタク トレンズ。

( 3 )

前記通信部 は、前記一対の レンズ部 にそれぞれ設 け られる、前記 （2 ) に

記載の一対のコンタク トレンズ。

( 4 )

前記第 1 、第 2 の機能部 は、撮像部、照明部、表示部、記憶部、センサ、

収音部、 および電力供給部の少な くともいずれかである、前記 （1 ) 〜 （3

) のいずれか 1 項 に記載の一対のコンタク トレンズ。

( 5 )



前記一対のコンタク トレンズは、前記第 1 、第 2 の機能部が連携 して動作

するよう制御する制御部 をさ らに備 える、前記 （1 ) 〜 （4 ) のいずれか 1

項 に記載の一対のコンタク トレンズ。

( 6 )

前記制御部 は、前記一対の レンズ部 にそれぞれ設 け られる、前記 （5 ) に

記載の一対のコンタク トレンズ。

( 7 )

眼球 に装着 される レンズ部 と、

前記 レンズ部 に設 け られる機能部 と、

前記 レンズ部 に設 け られる、外部装置 と通信可能な通信部 と、

前記通信部 によ り前記外部装置か ら受信 した情報 に応 じて、前記機能部が

前記外部装置 と連携 して動作するよう制御する制御部 と、

を備 える、 コンタク トレンズ。

( 8 )

前記制御部 は、前記外部装置の機能 を制御する制御信号 を、前記通信部 を

介 して前記外部装置 に送信するように制御する、前記 （7 ) に記載のコンタ

ク トレンズ。

( 9 )

前記外部装置は、他方の眼球 に装着 されている他 の前記 コンタク トレンズ

である、前記 （7 ) または （8 ) に記載のコンタク トレンズ。

( 0 )

コン ピュータに、

眼球 に装着 される レンズ部 に設 け られる機能部 と、

前記 レンズ部 に設 け られる、外部装置 と通信可能な通信部 と、

前記通信部 によ り前記外部装置か ら受信 した情報 に応 じて、前記機能部が

前記外部装置 と連携 して動作するよう制御する制御部 と、

と して機能 させ るためのプログラムが記憶 された、記憶媒体。

符号の説明



1 、 1 R ( 1 R — 1 〜 1 R _ 6 ) 、 ン

タク トレンズ

1 0 0 —対のコンタク トレンズ

2 虹彩

3 哩 ( 哩 すい

4 R 右眼

4 L 左 眼

4 A 眼球

1 0 レンズ部

2 0 回路部

2 1 制御部

2 2 無線通信処理部

2 3 アンテナ

2 4 撮像部

2 5 記憶部

2 6 表示部

2 7 セ ンサ

2 8 照明部

3 0 ( 3 0 L — 1 〜 3 0 L _ 6 、 3 機能部

3 1 パ、ッテ リ―

3 2 外部無線通信処理部

3 3 マンテ +



請求の範囲

[ 請求項 1] 両 目の各眼球 に装着 される一対の レンズ部 と、

前記一対の レンズ部の うち一方の前記 レンズ部 に設 け られる第 1 の

機能部 と、

他方の前記 レンズ部 に設 け られる前記第 1 の機能部の機能 と異なる

機能 を有する第 2 の機能部 と、

を備 える、一対のコンタク トレンズ。

[ 請求項 2 ] 前記一対のコンタク 卜レンズは、前記一対の レンズ部 を通信可能 に

する通信部 をさ らに備 える、請求項 1 に記載の一対の コ ンタク トレン

ズ。

[ 請求項 3 ] 前記通信部 は、前記一対の レンズ部 にそれぞれ設 け られる、請求項

2 に記載の一対のコンタク トレンズ。

[ 請求項 4 ] 前記第 1 、第 2 の機能部 は、撮像部、照明部、表示部、記憶部、セ

ンサ、収音部、 および電力供給部の少な くともいずれかである、請求

項 1 に記載の一対のコンタク トレンズ。

[ 請求項 5 ] 前記一対のコンタク 卜レンズは、前記第 1 、第 2 の機能部が連携 し

て動作するよう制御する制御部 をさ らに備 える、請求項 1 に記載の一

対のコンタク トレンズ。

[ 請求項 6 ] 前記制御部 は、前記一対の レンズ部 にそれぞれ設 け られる、請求項

5 に記載の一対のコンタク トレンズ。

[ 請求項 7 ] 眼球 に装着 される レンズ部 と、

前記 レンズ部 に設 け られる機能部 と、

前記 レンズ部 に設 け られる、外部装置 と通信可能な通信部 と、

前記通信部 によ り前記外部装置か ら受信 した情報 に応 じて、前記機

能部が前記外部装置 と連携 して動作するよう制御する制御部 と、

を備 える、 コンタク トレンズ。

[ 請求項 8 ] 前記制御部 は、前記外部装置の機能 を制御する制御信号 を、前記通

信部 を介 して前記外部装置 に送信するように制御する、請求項 7 に記



載のコンタク トレンズ。

[ 請求項 9 ] 前記外部装置は、他方の眼球 に装着 されている他 の前記 コンタク ト

レンズである、請求項 7 に記載のコンタク トレンズ。

[ 請求項 10 ] コンピュータに、

眼球 に装着 される レンズ部 に設 け られる機能部 と、

前記 レンズ部 に設 け られる、外部装置 と通信可能な通信部 と、

前記通信部 によ り前記外部装置か ら受信 した情報 に応 じて、前記機

能部が前記外部装置 と連携 して動作するよう制御する制御部 と、

と して機能 させ るためのプログラムが記憶 された、記憶媒体。
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引用文献名 及び一部の箇所が関連す るときは、その関連す る箇所の表示 請求項の番号

X JP 2003-195230 A ( 日本電信電話株式会社） 2003. 07. 09, 特許請求 1—4, 7—8, 10

の範囲 （フ ア ミ リーな し）

A JP 2003-177449 A ( ヒュー レ ッ ト ' パ ッカ ー ド ' カ ンパ ニ ー） 1-10

2003. 06. 27, 全文、全図 & US 2003/0021601 A1 & GB 2380551 A & DE

10228995 A

C 欄の続 きにも文献が列挙 されている リーに関す る別紙 を参照。

* 引用文献 の 日の後に公表 された文献
「A 」特に関連のある文献ではなく、一般的技術水準を示す 「T 」国際出願 日又は優先 日後に公表 された文献であって

もの 出願 と矛盾す るもの で はな く、発明の原理又は理論
「E 」国際出願 日前の出願または特許であるが、国際出願 日 の理解のために引用す るもの

以後に公表 されたもの 「X 」特に関連のある文献であって、当該文献のみで発明
「L 」優先権主張に疑義を提起す る文献又は他の文献の発行 の新規性又は進歩性がない と考えられ るもの

日若 しくは他 の特別 な理 由を確立す るために引用す 「Y 」特に関連のある文献であって、当該文献 と他の 1 以
る文献 （理 由を付す） 上の文献 との、当業者 にとって 自明である組合せ に

「0 」 口頭による開示、使用、展示等に言及す る文献 よって進歩性がない と考え
「P 」国際出願 日前で、かつ優先権の主張の基礎 となる出願 「& 」同一パ テ ン トフ ァ ミ リー文献

国際調査を完了 した 日 国際調査報告の発送 日
2 6 . 0 3 . 2 0 1 4 0 8 . 0 4 . 2 0 1 4

国際調査機 関の名称及びあて先 特許庁審査官 （権限 職員 ) 2 O 9 2 2 5

日本国特許庁 （I S A J Ρ )
藤岡 善行

郵便番号 1 0 0 — 8 9 1 5
東京都千代 田区霞が関三丁 目4 番 3 号 0 3 - 3 5 8 内線 3 2 7
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